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わ
が
國
古
代
に
於
い
て
草
•
木
・
花
・
賓
は
、
例
え
ば
『
萬

葉
集
』
に
有
馬
皇
子
の
歌
と
し
て
「
磐
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き

結
び
』
県
幸
く
あ
ら
ば
復
蹄
り
見
む
」
（
巻
第
二
、
一
四
一
）
と
、

松
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
有
馬
皇
子
の
死
を
哀
し
ん
だ

長
意
吉
麻
呂
は
「
磐
代
の
岸
の
松
が
枝
結
び
け
む
人
は
蹄
り
て

復
見
け
む
か
も
」
（
巻
第
二
、
一
四
三
）
と
歌
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
歌
は
、
な
ぜ
松
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
の
無
事
を

祈
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
上
憶
良
は
意
吉
麻
呂
の
歌
に
和
し
て
「
翼
な
す
あ
り
通
ひ

つ
つ
見
ら
め
ど
も
人
こ
そ
知
ら
ね
松
は
知
る
ら
む
」
（
巻
第
二
、

―
四
五
）
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
を
折
口
信
夫
は
「
有
馬
ノ

（一）

『

詩

経

』

國

風

に

於

け

る

花

。

賓

。

草

。

木

の

興

詞

I

霊

の

依

り

潟

く

も

の

皇
子
の
再
見
よ
う
と
誓
は
れ
た
岩
白
の
松
を
ば
、
御
魂
は
幾
度

も
、
空
を
通
っ
て
御
覧
に
な
っ
て
い
る
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
人

に
は
見
え
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
松
は
定
め
て
知
っ
て
い
る
だ
）ー

ら
う
」
と
繹
し
て
い
る
（
注
1
)
。
そ
れ
は
松
が
魂
の
凋
依
す
（

る
依
代
に
他
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
に

は
見
え
ぬ
有
馬
皇
子
の
魂
が
、
蹄
っ
て
く
る
の
を
松
は
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
『
論
語
』
八
侑
篇
に
哀
公
が
社
木
を
宰
我
に

問
い
、
そ
の
答
え
と
し
て
、

夏
后
氏
以
松
、
殷
人
以
栢
、
周
人
以
栗
。

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
樹
木
は
劉
賓
楠
の
所
謂
「
社

主
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
社
稜
の
神
が
凋
依
す
る
の
で
あ
る
。
松
を

植
え
た
も
の
を
松
社
、
栗
を
植
え
た
も
の
を
栗
社
と
言
い
、
後
世

家

井
（
二
松
学
舎
大
学
） 置
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第
二
章

第
一
章 『
詩
経
』
に
花
は

何
彼
禍
癸
篇
（
國
風
・
召
南
）゚

何
彼
禍
癸
唐
棟
之
華゜

昂
不
粛
誰
王
姫
之
車

何
彼
禍
英
華
如
桃
李

平
王
之
孫
齊
侯
之
子

（二）

(＊
11
之
部
）

(
0
1
1
魚
部
）

の
裸
社
・
扮
楡
社
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
國

古
代
に
於
い
て
松
は
依
代
で
あ
っ
た
が
、
『
萬
葉
集
』
に
歌
わ

れ
た
松
も
、
や
は
り
依
代
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
馬
皇
子
は
魂
や
神
の
依
代
と
し
て
の

松
に
命
の
無
事
を
神
懸
け
て
祈
願
し
た
の
で
あ
り
、
憶
良
は
そ

の
松
に
有
馬
皇
子
の
魂
が
潟
依
し
た
こ
と
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
。

古
代
日
本
・
古
代
中
國
に
於
い
て
、
松
に
は
以
上
の
如
く
宗

教
観
念
が
通
底
し
て
い
る
。
『
詩
経
』
に
歌
わ
れ
る
草
•
木
・

花
・
賓
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
性
格
を
有
し
、
そ
れ
が
わ
が
国

の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
開
係
が
あ
る
か
。
そ
こ
に
共
通
す
る
も

の
が
有
る
か
否
か
を
檄
證
し
よ
う
と
思
う
。

第
三
章

其
釣
維
何
維
絲
伊
絹

齊
侯
之
子
平
王
之
孫

(
X
I
I
文
部
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
何
彼
禍
笑
篇
の
①
分
章
と
旬
形
と
各
句
の

字
数
と
に
就
い
て
は
、
毛
偲
が
「
何
彼
禍
英
、
三
章
、
章
四
旬
」

と
言
い
、
統
べ
て
こ
れ
に
従
う
。
何
彼
禍
癸
篇
は
三
章
、
各
章

四
旬
、
各
旬
四
字
か
ら
成
る
。
②
押
韻
に
就
い
て
は
、
第
一
章

は
、
華
・
車
が
魚
部
韻
、
第
二
章
は
、
癸
•
李
•
子
が
之
部
韻
‘

第
三
章
は
、
絹
・
孫
が
文
部
韻
で
あ
る
。
押
韻
法
は
、
第
一
・

三
章
が
第
二
•
四
旬
、
第
二
章
が
第
一
・
ニ
・
四
句
に
押
韻
し
、

第
一
・
三
章
と
第
二
章
と
は
押
韻
法
を
異
に
し
て
い
る
。

③
各
章
の
意
味
・
内
容
に
就
い
て
は
、
第
一
章
の
語
繹
は
、

「
禍
」
は
、
丁
惟
扮
は
「
俯
云
、
禍
、
猶
戎
戎
也
。
按
、
戎
戎

為
蒙
戎
之
音
轄
。
華
繁
盛
貌
。
禍
戎
同
聟
」
と
言
う
。
花
が
盛

ん
に
さ
く
様
。
「
唐
棟
」
は
、
林
義
光
は
「
唐
棟
棠
棟
常
棟
之

名
無
定
」
と
し
て
、
諸
文
献
か
ら
七
例
を
出
し
て
検
討
し
て
い

る
が
、
結
局
分
か
ら
な
い
。
江
村
如
圭
は
「
今
二
俗
ザ
イ
フ
リ

ト
呼
モ
ノ
ナ
リ
」
と
言
う
。
別
名
シ
デ
ザ
ク
ラ
。
赤
い
花
を
つ

け
る
。
「
掲
不
」
は
、
「
不
」
に
つ
い
て
、
子
琶
は
「
不
蓋
即

讀
彼
。
彼
不
雙
聟
、
以
雙
聟
為
椴
借
也
。
上
文
云
、
何
彼
禍
癸
。

此
云
昂
不
粛
誰
。
昂
不
即
何
彼
、
不
之
即
彼
、
猶
昂
之
即
何
、

(2) 
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所
謂
異
文
同
義
」
と
言
う
。
彼
の
椴
借
字
。
「
粛
誰
」
は
、
丁

惟
扮
は
「
偲
云
、
粛
、
敬
。
誰
、
和
也
。
按
、
粛
為
粛
粛
之
簡

言
。
…
…
誰
和
雙
聟
」
と
言
い
、
高
亨
が
「
指
車
馬
行
動
的
粛

整
和
諧
」
と
言
う
に
披
れ
ば
、
車
が
厳
か
に
し
ゅ
く
し
ゅ
く
と

進
む
様
。
「
王
姫
之
車
・
齊
侯
之
子
・
平
王
之
孫
」
は
、
諸
家

は
『
春
秋
』
荘
公
元
年
・
十
一
年
の
記
事
に
腺
っ
て
説
を
立
て

る
が
、
境
武
男
が
「
お
そ
ら
く
一
般
的
な
貴
族
の
婚
温
歌
と
し

て
歌
い
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
…
…
す
で
に
か
な
ら
ず
し

も
王
姫
と
か
齊
公
の
子
と
か
に
か
か
わ
り
な
く
歌
わ
れ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
」
と
言
う
に
従
う
。
「
王
姫
之
車
」
は
、
婚
雄
の

行
列
が
立
派
な
替
。
「
齊
侯
之
子
•
平
王
之
孫
」
は
、
嫁
ぐ
娘

を
褒
め
て
囃
す
言
葉
。
以
上
の
語
繹
を
踏
ま
え
て
第
一
章
を
訓

誤
す
る
と
、

何
ぞ
彼
の
禍
な
る
、
唐
棟
の
華
。
昴
ぞ
不
の
粛
誰
な
る
、

王
姫
の
車
。

と
な
る
。

何
彼
禍
癸
篇
の
第
一
章
を
解
繹
す
る
。
「
何
彼
禍
笑
、
唐
様

之
華
」
の
二
句
を
毛
偲
は
「
興
也
」
と
す
る
。
こ
の
興
詞
で
は
、

唐
棟
の
華
が
興
物
即
ち
呪
物
で
あ
る
。
花
が
呪
物
と
し
て
歌
わ

れ
て
い
る
の
は
、
小
雅
・
甫
田
之
什
の
裳
裳
者
華
篇
に
も

第
二
章

第
三
章

第
三
章

裳

裳

者

華

其

葉

滑

合

我

観

之

子

我

心

寓

合

我

心

寓

令

是

以

有

春

慮

分

゜

裳

裳

者

華

芸

其

黄

英

我

観

之

子

維
其
有
章
笑
維
其
有
章
癸
是
以
有
慶
英

＊
 

裳

裳

者

華

或

黄

或

白

我

観

之

子

*

＊

*

 

乖

其

四

賂

乖

其

四

略

六

轡

沃

若
＃
 

左

之

左

之

君

子

宜

之

右

之

右

之

君

子

有

之

維

其

有

之

是

以

似

之

（韻

X
I
I
魚
部
、

0
1
1
陽
部
、
＊
11
鐸
部
、

1111
歌
部
、

#
1
1
之
部
）

と
あ
る
。

第
一
章
裳
裳
た
る
華
、
其
の
葉
滑
る
。
我
子
を
観
れ
ば
、
我

の
ぞ

が
心
（
の
憂
い
）
寓
か
る
。
我
が
心
（
配
）
寓
か
れ
、

是
を
以
て
有
に
春
し
み
慮
ん
ず
。

お
ほ

裳
裳
た
る
華
、
芸
く
し
て
其
れ
黄
た
り
。
我
子
を
観

れ
ば
、
維
れ
其
れ
章
き
有
り
。
維
れ
其
れ
章
き
有
り

よ

ろ

こ

び

う

て
、
是
を
以
て
慶
を
有
。

裳
裳
た
る
華
、
或
は
黄
或
は
白
。
我
子
を
観
れ
ば
、

其
の
四
賂
に
乗
る
。
其
の
四
賂
に
乗
り
て
、
六
轡
沃

若
た
り
。

第 第
四
章

第
一
章

(3) 
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たず

＊土
9

之
を
左
け
之
を
左
け
て
、
君
子
之
を
宜
。
之
を
右
け

ぅ

之
を
右
け
て
、
君
子
之
を
有
。
維
れ
其
れ
之
を
有
て
、

是
を
以
て
之
を
似
ぐ
。

と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
意
は
、
祖
霊
の
降
臨
を
賀
す
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
「
我
観
之
子
、
我
心
寓
号
」
は
、
蓼
驚
篇
に
「
既

見
君
子
、
我
心
寓
号
」
と
有
り
、
高
亨
が
「
子
」
は
、
「
指
貴

族
」
と
言
っ
は
誤
り
で
あ
る
が
、
第
四
章
の
君
子
を
指
す
と
す

る
は
正
し
い
。
第
一
・
ニ
・
三
章
の
「
子
を
観
れ
ば
」
の
子
は
、

第
四
章
の
君
子
を
指
す
。
第
三
章
に
「
其
の
四
略
に
乗
る
。
其

の
四
賂
に
乗
り
て
、
六
轡
沃
若
た
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
庭

燎
篇
の
「
鸞
の
聟
将
持
た
り
」
「
鶯
の
聾
喉
峨
た
り
」
が
、
そ

の
馬
に
つ
け
た
鈴
の
音
を
描
篇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
子
即

ち
祖
震
が
馬
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
、
と
い
う
事
を
意
味
し
て

い
る
の
と
同
様
に
、
美
し
い
馬
に
乗
っ
て
君
子
が
や
っ
て
来
る
、

と
い
う
こ
と
を
描
篇
し
て
い
る
。
第
四
章
の
意
味
は
、
祖
先
が

王
業
を
助
け
て
業
績
が
あ
り
、
そ
の
先
祖
の
お
陰
で
世
禄
を
世

世
偲
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
詩
の
君
子
は
、
先
乱
を
指
し
、
「
子
」
が
祖
霊
を

指
す
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
乱
震
を
祀
る
儀
揺
の
場
に
於

い
て
、
乱
霊
の
椴
面
を
被
っ
た
巫
祝
が
来
て
く
れ
た
、
そ
れ
を

第
四
章

こ
の
詩
の
第
一
・
ニ
章
で
は
、
「
我
子
を
観
れ
ば
」
と
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
祖
震
を
祀
る
儀
禍
の
場
へ
、
祀
る
べ
き
乱

霊
が
来
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
祀
る
側
の
子
孫
で
あ
る
「
我
」

の
「
心
（
の
憂
い
）
が
寓
か
」
れ
、
「
是
を
以
て
（
祖
霊
と
一

族
の
者
達
と
が
）
有
に
春
し
み
慮
ん
」
じ
よ
う
、
と
い
う
の
で

あ
る
（
注
2
)
。

こ
の
詩
の
「
裳
裳
た
る
華
」
は
、
毛
偲
が
「
興
也
」
と
言
う

如
く
、
興
詞
で
花
が
呪
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
赤
塚
忠
は

「
興
」
詞
の
華
と
は
、
人
を
引
き
寄
せ
る
、
正
し
く
言
え

ば
、
霊
魂
を
現
れ
出
さ
せ
る
力
の
あ
る
呪
物
で
あ
っ
た
の
）4
 

で
あ
る
。
…
…
『
詩
経
』
の
中
の
華
と
は
、
も
と
社
・
宗
(

廟
な
ど
に
供
え
ら
れ
て
、
神
霊
を
招
き
寄
せ
る
力
が
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
呪
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
祭
温
と

呪
物
と
が
、
興
詞
の
母
個
で
あ
る
（
注
3
)
。

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
裳
裳
た
る
華
」
は
祖
霊
た

る
君
子
の
霊
が
依
り
濁
く
依
代
な
の
で
あ
る
。
か
く
見
れ
ば
何

彼
禍
癸
篇
の
興
詞
「
唐
様
の
華
」
の
呪
物
た
る
華
も
、
神
霊
の

依
り
凋
く
依
代
で
あ
る
こ
と
が
理
解
せ
ら
れ
る
。
「
王
姫
之
車
」

は
、
語
繹
で
述
べ
た
如
く
、
婚
蘊
の
行
列
が
立
派
な
替
で
あ
り
、

婚
覗
は
一
族
の
盛
事
で
あ
れ
ば
、
先
述
し
た
裳
裳
者
華
篇
の
花
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と
同
様
に
、
「
唐
様
の
華
」
に
依
り
混
く
神
霊
は
、
祖
霊
で
あ

る
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
第
一
章
の
繹
は
、

な
ん
と
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
か
、
唐
様
の
花
は
。
な
ん

と
厳
か
に
進
む
こ
と
か
（
婚
揺
の
列
は
）
、
ま
る
で
王
姫

の
車
の
よ
う
だ
。

と
な
る
。

第
二
章
を
訓
讀
す
る
と
、

何
ぞ
彼
の
禍
な
る
、
華
は
桃
李
の
如
し
。
平
王
の
孫
、
齊

侯
の
子
。

と
な
る
。
「
何
彼
禍
笑
、
華
如
桃
李
」
を
毛
俯
は
、
「
興
也
」

と
す
る
。
こ
の
第
二
章
の
花
も
第
一
章
の
花
と
同
様
に
呪
物
で

あ
る
依
代
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
り
渦
く
神
霊
は
、
祖
震
で
あ
る
。

第
二
章
の
繹
は
、

な
ん
と
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
か
、
花
は
桃
や
ス
モ
モ
の

よ
う
。
ま
る
で
平
王
の
孫
娘
、
齊
公
の
娘
の
よ
う
だ
。

と
な
る
。

第
三
章
に
語
繹
を
施
す
。
「
其
釣
」
は
、
聞
一
多
は
「
國
風

中
言
魚
、
皆
雨
性
間
互
稲
其
射
方
之

r語
。
…
…
以
釣
魚
喩
求

偶
」
と
言
い
、
唐
莫
亮
も
「
『
詩
経
』
中
的
釣
魚
・
吃
魚
是
婚

姻
、
懇
愛
的
隠
語
」
と
言
っ
。
魚
を
釣
る
・
魚
を
吃
う
と
い
う

事
は
、
婚
姻
・
懇
愛
を
表
す
陰
喩
。
「
絹
」
は
、
林
義
光
は
「
以

二
絲
糾
合
作
縄
」
と
言
う
。
二
本
の
糸
を
な
っ
て
作
っ
た
釣
り

糸
の
意
。
以
上
の
語
繹
を
踏
ま
え
て
第
三
章
を
訓
誤
す
る
と
、

其
れ
釣
る
は
維
れ
何
も
て
す
、
維
れ
絲
伊
れ
絹
。
齊
侯
の

子
、
平
王
の
孫
。

と
な
る
。

第
三
章
を
解
繹
す
る
。
こ
の
章
の
「
其
釣
維
何
、
維
絲
伊
絹
」

を
毛
側
は
、
「
興
也
」
と
す
る
。
こ
の
興
詞
に
は
「
魚
を
釣
る
」

と
い
う
行
為
が
呪
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
で
は
何
故
「
魚

を
釣
る
」
と
い
う
行
為
が
呪
的
行
為
と
し
て
、
呪
詞
た
る
興
詞

に
使
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
魚
は
そ
の
生
命
力
の
強
さ

か
ら
、
或
い
は
魚
は
極
め
て
多
産
で
生
殖
能
力
に
富
む
事
か
ら
、

古
代
中
國
人
は
そ
れ
に
呪
力
を
認
め
、
そ
れ
を
確
信
す
る
こ
と

に
腺
っ
て
、
類
感
呪
術
的
に
大
地
の
多
産
た
る
穀
物
の
豊
饒
を

祈
願
し
、
さ
ら
に
類
感
呪
術
的
に
女
性
の
多
産
を
祈
願
す
る
興

詞
、
即
ち
懇
愛
・
結
婚
の
興
詞
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
（
注
4
)
。
第
三
章
の
繹
は
、

魚
を
釣
る
は
な
ん
で
す
る
、
釣
り
糸
で
す
る
。
（
婚
温
の

行
列
は
）
ま
る
で
齊
公
の
娘
、
平
王
の
孫
娘
の
（
行
列
の
）

よ
う
（
に
盛
ん
）
だ
。

(5) 
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と
な
る
。

何
彼
禍
癸
篇
の
詩
意
に
就
い
て
、
毛
序
は

何
彼
禍
癸
、
美
王
妃
也
。
雖
則
王
妃
、
亦
下
嫁
於
諸
侯
、

車
服
不
繋
其
夫
、
下
王
妃
一
等
。
猶
執
婦
道
、
以
成
粛
薙

之
徳
也
。

と
、
嫁
ぐ
王
姫
の
婦
徳
を
讃
え
る
詩
で
あ
る
と
解
し
、
朱
照
も

王
姫
下
嫁
於
諸
侯
、
車
服
之
盛
如
此
。
而
不
敢
挟
貴
以
蒻

其
夫
家
。
故
見
其
車
者
、
知
其
能
敬
且
和
以
執
婦
道
。
於

是
作
詩
以
美
之
。

と
、
毛
序
と
同
様
の
解
繹
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

考
察
し
て
き
た
事
か
ら
、
こ
の
詩
の
詩
意
は
、
宗
廟
に
於
い
て

一
族
の
人
々
が
嫁
ぐ
娘
と
そ
の
行
列
の
立
派
さ
を
寿
ぐ
詩
、
と

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

何
彼
禍
笑
篇
は
、
そ
の
押
韻
法
が
三
章
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
。

ま
た
第
一
章
と
第
二
章
で
は
、
興
詞
の
呪
物
た
る
花
は
同
じ
で

あ
る
が
、
興
詞
の
表
現
方
法
を
異
に
し
て
い
る
。
第
三
章
の
興

詞
に
は
、
前
二
章
の
花
と
い
う
呪
物
と
異
な
り
、
釣
魚
と
い
う

呪
的
行
為
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
第
一
・
ニ
章
が
祖
震
の
依
代
た

る
花
に
、
婚
姻
に
よ
っ
て
切
賓
に
乙
女
の
幸
せ
を
祈
願
す
る
情

が
流
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
第
三
章
は
婚
姻
に
よ
る
乙
女
の
幸

せ
を
言
祝
ぐ
事
に
重
貼
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら

考
え
る
と
、
何
彼
禍
癸
篇
は
本
来
別
々
の
三
篇
の
詩
の
断
片
が
、

後
に
テ
ー
マ
が
同
じ
で
あ
る
為
に
、
一
篇
の
詩
と
し
て
綴
合
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
代
中
國
で
は
、
何
彼
禍
笑
篇
に
歌
わ
れ
た
シ
デ
ザ
ク
ラ
は

神
霊
の
依
り
渦
く
依
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
例
え
ば
桜
は
、
早
く

に
沈
約
の
早
痰
定
山
に
「
野
棠
開
未
落
、
山
櫻
痰
欲
然
」
（
『
文

選
』
所
収
）
と
歌
わ
れ
る
如
く
、
観
賞
の
対
象
と
な
っ
た
。
し

ひ
と
よ

か
し
、
わ
が
國
に
於
け
る
桜
は
、
藤
原
廣
嗣
が
「
此
花
の
一
辮

う

ち

も

も

く

さ

こ

と

の
中
に
百
種
の
言
ぞ
篭
れ
る
お
ほ
ろ
か
に
す
な
」
（
『
萬
葉
集
』
）6
 

巻
第
八
、
一
四
五
六
）
と
歌
う
如
く
、
一
ひ
ら
の
花
片
に
も
言
(

震
が
籠
っ
て
い
る
と
古
代
人
は
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
萬
葉
人

も
中
國
古
代
の
人
々
と
同
様
に
、
樹
木
に
咲
く
花
を
神
霊
の
依

代
と
し
て
信
じ
、
そ
れ
に
神
掛
け
て
祈
願
す
る
と
い
う
共
通
の

宗
教
観
が
通
底
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（三）

次
い
で
賓
が
ど
の
よ
う
に
『
詩
経
』
に
歌
わ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
桃
夭
篇
（
國
風
・
周
南
）
に
は
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第
二
章

第
三
章

桃
之
夭
夭
灼
灼
其
華＊ 

之
子
子
蹄
宜
其
室
家

桃
之
夭
夭
有
賀
其
賓

之
子
子
蹄
宜
其
家
室゜

桃
之
夭
夭
其
葉
薬
薬゜

之
子
子
蹄
宜
其
家
人

(
0
1
1
』県部）

と
あ
る
。
桃
夭
篇
の
①
分
章
と
旬
形
と
各
旬
の
字
数
と
に
就
い

て
は
、
毛
側
が
「
桃
夭
、
三
章
、
章
四
旬
」
と
言
い
、
統
べ
て

こ
れ
に
従
う
。
桃
夭
篇
は
三
章
、
各
章
四
旬
、
各
旬
四
字
か
ら

成
る
。
②
押
韻
に
就
い
て
は
、
第
一
章
は
、
華
・
家
が
魚
部
韻
、

第
二
章
は
、
賓
•
室
が
質
部
韻
、
第
三
章
は
、
薬
・
人
が
』
県
部

韻
で
あ
り
、
各
三
章
共
に
同
形
の
押
韻
法
で
あ
る
。

③
桃
夭
篇
は
畳
詠
形
式
の
詩
で
あ
る
の
で
、
纏
め
て
以
下
に

語
繹
を
施
す
。
「
夭
夭
」
は
、
毛
偲
に
「
夭
夭
、
其
少
壮
也
」

と
あ
り
、
抑
風
・
凱
風
篇
「
棘
心
夭
夭
」
の
毛
偲
に
「
夭
夭
、

盛
貌
」
、
『
説
文
』
に
「
妓
、
女
子
笑
貌
」
と
あ
り
、
詩
を
引

き
「
杖
杖
」
に
作
る
。
『
廣
雅
』
繹
訓
に
「
妓
扶
、
茂
也
」
と
。

桃
の
葉
が
茂
っ
て
い
る
様
。
「
灼
灼
」
は
、
馬
瑞
辰
は
「
灼
為

綽
之
椴
借
」
と
言
い
、
ま
た
李
雲
光
も
「
（
陳
奥
偲
疏
）
…
…

灼
灼
即
綽
綽
之
椴
借
。
…
…
因
之
凡
色
之
光
華
明
盛
者
皆
謂
之

第
一
章

(
X
I
I
質
部
）

(＊
11
魚
部
）

綽
、
亦
謂
之
灼
癸
。
…
…
案
灼
灼
為
鮮
明
貌
、
蓋
椴
借
綽
字
之

義
」
と
言
う
。
輝
く
ば
か
り
に
鮮
明
な
様
。
「
之
子
」
は
、
馬

瑞
辰
は
「
嘗
炊
繹
訓
訓
為
是
子
。
箋
於
漢
廣
始
言
之
子
是
子
也
、

則
是
章
義
亦
同
耳
」
と
言
う
。
「
是
の
子
」
の
意
。
結
婚
ま
じ

か
の
乙
女
を
指
す
。
「
子
蹄
」
は
、
「
子
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
爾

雅
、
子
、
日
也
。
日
古
誤
若
幸
。
幸
•
子
一
聟
之
縛
」
と
言
う

如
く
、
意
味
の
な
い
語
調
を
整
え
る
た
め
の
助
字
。
「
蹄
」
は
、

朱
窯
が
「
婦
人
謂
嫁
日
蹄
」
と
言
い
、
丁
惟
扮
が
「
蹄
嫁
雙
聟
。

葛
章
偲
、
婦
人
謂
嫁
日
蹄
」
と
言
う
如
く
、
嫁
の
椴
借
字
で
、

嫁
ぐ
意
。
「
宜
」
は
、
馬
瑞
辰
は
「
宜
典
儀
通
。
爾
雅
、
儀
、

善
也
」
と
言
う
。
良
い
、
適
う
意
。
「
室
家
・
家
室
」
は
、
毛

偲
に
「
家
室
猶
室
家
」
と
言
い
、
朱
照
は
「
室
謂
夫
婦
所
居
、

家
謂
一
門
之
内
」
と
言
う
が
、
陳
奥
が
「
室
亦
家
也
」
と
言
う

に
従
う
。
夫
と
な
る
男
子
の
家
を
指
す
。
「
有
贅
」
は
、
「
有
」

は
、
王
引
之
が
「
有
、
朕
物
之
詞
也
」
と
言
い
、
さ
ら
に
屈
萬

里
は
「
詩
中
凡
以
有
字
冠
於
形
容
詞
或
副
詞
之
上
者
、
等
於
加

然
字
於
形
容
詞
或
副
詞
之
下
。
故
有
賀
猶
賀
然
也
」
と
言
う
。

形
容
詞
や
副
詞
の
上
に
つ
い
て
、
そ
の
朕
態
を
表
す
助
字
。
「
貰
」

は
、
馬
瑞
辰
が
「
貰
者
、
頒
之
椴
借
。
説
文
、
頒
、
大
首
兒
。

引
伸
為
凡
大
之
稲
。
爾
雅
繹
詰
、
墳
、
大
也
。
墳
亦
頒
之
借
。

(7) 
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有
黄
者
、
朕
其
賓
之
大
也
」
と
言
う
。
頒
の
椴
借
字
。
大
き
い

意
。
ま
た
林
義
光
が
「
贅
誤
為
肥
。
貰
肥
雙
聟
轄
」
と
、
肥
の

椴
借
字
と
解
す
る
も
通
ず
。
ま
た
丁
惟
扮
が
「
貰
暁
雙
聟
。
小

雅
杖
杜
篇
、
有
暁
其
賓
。
俯
云
、
暁
、
賓
貌
。
暁
今
字
作
園
。

賀
為
肥
園
。
賓
貌
為
寅
之
肥
回
貌
」
と
言
い
、
暁
の
偲
借
字
で
、

賓
が
丸
く
寅
る
さ
ま
と
解
す
。
「
薬
薬
」
は
、
陳
英
は
「
薬
聟

同
線
。
故
云
薬
薬
至
盛
兒
。
廣
雅
、
薬
薬
、
茂
也
」
と
言
う
。

茂
る
意
。
「
家
人
」
は
、
鄭
箋
は
「
家
人
猶
室
家
也
」
と
言
う

が
、
黄
綽
が
「
謂
一
家
之
人
、
上
舅
姑
、
下
蝉
販
妾
殷
皆
在
其

中
」
と
言
う
に
従
う
。
家
族
の
意
。
嫁
ぎ
先
の
家
族
を
指
す
。

以
上
の
語
繹
を
踏
ま
え
て
桃
夭
篇
を
訓
誤
す
る
と
、

え

う

し

ゃ

く

こ

こ

第
一
章
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
る
其
の
華
。
之
の
子
子
に

よ
ろ

蹄
が
ば
、
其
の
室
家
に
宜
し
か
ら
ん
。

第
二
章
桃
の
夭
夭
た
る
、
貰
た
る
有
り
其
の
賓
。
之
の
子
子

に
蹄
が
ば
、
其
の
家
室
に
宜
し
か
ら
ん
。

し
ん

第
三
章
桃
の
夭
夭
た
る
、
其
の
葉
薬
薬
た
り
。
之
の
子
子
に

蹄
が
ば
、
其
の
家
人
に
宜
し
か
ら
ん
。

と
な
る
。

桃
夭
篇
を
解
繹
す
る
。
「
桃
之
夭
夭
‘
灼
灼
其
華
」
「
桃
之
夭

夭
、
有
賀
其
賓
」
「
桃
之
夭
夭
‘
其
葉
薬
薬
」
の
各
句
を
毛
博
は

第
二
章

「
興
也
」
と
す
る
。
興
詞
た
る
「
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
」
の

呪
物
は
、
何
彼
禍
笑
篇
・
裳
裳
者
華
篇
と
同
様
に
花
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
桃
夭
篇
の
花
も
、
何
彼
禍
芙
篇
・
裳
裳
者
華
篇
の
花

と
同
様
に
、
祖
霊
の
依
り
潟
く
依
代
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
第

二
章
の
興
詞
「
桃
之
夭
夭
、
有
賀
其
賓
」
の
呪
物
は
、
桃
の
賓

で
あ
る
。
桃
に
就
い
て
は
、
水
上
静
夫
が
「
懐
妊
呪
物
（
注
5
)
」

と
し
て
の
懐
妊
信
仰
・
酸
果
樹
信
仰
の
面
か
ら
詳
述
し
て
お
ら

れ
る
。
桃
は
懐
妊
の
呪
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
婚
姻
を
歌
う
詩

の
興
詞
に
使
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
の
興
詞
「
桃
之

夭
夭
、
其
葉
薬
薬
」
の
呪
物
は
、
直
接
的
に
は
葉
で
あ
る
が
、

こ
の
詩
の
各
章
の
興
詞
の
構
成
を
考
え
る
と
、
花
か
ら
寅
へ
、

賓
か
ら
葉
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
桃
の
木
全
椴
を
歌
っ

た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
桃
の
木
は
唐
風
•
有
杖
之

杜
篇
、
周
南
・
膠
木
篇
の
興
詞
に
歌
わ
れ
る
杜
や
膠
木
と
同
様

に
、
神
霊
や
祖
震
の
降
臨
す
る
依
代
で
あ
る
（
注
6
)
。
乱
震

の
降
臨
し
た
依
代
で
あ
る
桃
の
木
に
、
嫁
ぎ
行
く
乙
女
の
幸
せ

を
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
詩
の
繹
は
、

第
一
章
桃
の
葉
が
茂
り
、
明
る
＜
輝
く
そ
の
花
。
こ
の
子
が

さ
い
わ
い

嫁
い
だ
な
ら
ば
、
嫁
ぎ
先
に
幸
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

桃
の
葉
が
茂
り
、
丸
々
と
賓
っ
た
そ
の
賓
。
こ
の
子

(8) 
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第
三
章

が
嫁
い
だ
な
ら
ば
、
嫁
ぎ
先
に
幸
を
も
た
ら
す
だ
ろ

う。桃
の
葉
が
茂
り
、
葉
は
生
い
茂
る
。
こ
の
子
が
嫁
い

だ
な
ら
ば
、
嫁
ぎ
先
の
家
族
に
幸
を
も
た
ら
す
だ
ろ

う。

と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
意
は
、
毛
序
は

桃
夭
、
后
妃
之
所
致
也
。
不
妬
忌
、
則
男
女
以
正
、
婚
姻

以
時
、
國
無
鰈
民
也
。

と
、
男
女
の
婚
姻
が
正
し
く
そ
の
時
を
得
た
な
ら
ば
、
や
も
め

が
い
な
く
な
る
と
言
い
、
朱
熙
も
ま
た

文
王
之
化
、
自
家
而
國
。
男
女
以
正
、
婚
姻
以
時
。
故
詩

人
因
所
見
、
以
起
興
而
歎
其
女
子
之
賢
、
知
其
必
有
以
宜

其
室
家
也
。

と
、
ほ
ぼ
毛
序
の
解
繹
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
詩
は
、

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
事
か
ら
、
宗
廟
で
乱
霊
に
一
族
の
乙

女
が
嫁
ぐ
の
を
報
告
し
、
寿
ぐ
詩
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

酸
果
が
婚
姻
を
歌
う
詩
の
興
詞
に
使
用
さ
れ
た
も
の
に
、
魏

風
•
園
有
桃
篇
が
有
り
、
そ
こ
で
は
「
園
有
桃
、
其
寅
之
骰
」

「
園
有
棘
、
其
賓
之
食
」
と
有
り
、
酸
果
を
食
べ
る
事
を
聞
一

と
有
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
詩
を
訓
諧
す
る
と

多
は
「
古
謂
性
的
行
為
日
食
、
性
慾
未
満
足
時
之
生
理
朕
態
日

飢
、
既
滴
足
後
日
飽
」
と
、
性
行
為
を
意
味
す
る
言
葉
だ
と
言

う
。
妊
娠
求
子
の
呪
物
た
る
酸
果
を
食
べ
る
事
が
、
直
接
的
に

性
行
為
を
意
味
す
る
興
詞
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

妊
娠
求
子
の
呪
物
た
る
桃
の
賓
に
開
連
し
て
、
投
果
婚
の
習

俗
を
歌
う
詩
が
あ
る
。
紙
数
の
開
係
で
詳
述
は
し
な
い
が
、
大

雅
・
蕩
之
什
・
抑
篇
に
「
投
我
以
桃
、
報
之
以
李
（
我
に
投
ず

む
く

る
に
桃
を
以
て
し
、
之
に
報
ゆ
る
に
李
を
以
て
す
）
」
と
有
り
、

ぼ
く
く
わ

衛
風
•
木
瓜
篇
に

第
一
章
投
我
以
木
瓜

匪
轄
也

第
二
章

第
三
章

＠
 

投
我
以
木
李

匪
轄
也

x
 

投
我
以
木
桃

匪
靱
也

゜

報
之
以
瑣
瑕

＊
 

永
以
為
好
也

(
0
1
1
魚
部
、
＊
11
幽
部
）

x
 

報
之
以
覆
瑶

＊
 

永
以
為
好
也

(
X
I
I
宵
部
、
＊
11
幽
部
）

＠
 

報
之
以
蔑
玖

＊
 

永
以
為
好
也

(＠
II
之
部
、
＊
11
幽
部
）

(9) 
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第
三
章

む
く

我
に
投
ず
る
に
木
瓜
を
以
て
せ
ば
、
之
に
報
ゆ
る
に

蔑
裾
を
以
て
す
。
匪
に
報
ひ
て
、
永
く
以
て
好
と
為

さ
ん
。

我
に
投
ず
る
に
木
桃
を
以
て
せ
ば
、
之
に
報
ゆ
る
に

蔑
瑶
を
以
て
す
。
匪
に
報
ひ
て
、
永
く
以
て
好
と
為

さ
ん
。

我
に
投
ず
る
に
木
李
を
以
て
せ
ば
、
之
に
報
ゆ
る
に

瑣
玖
を
以
て
す
。
匪
に
報
ひ
て
、
永
く
以
て
好
と
為

さ
ん
。

と
な
る
。

語
繹
を
施
す
。
「
投
」
は
、
聞
一
多
は
「
木
瓜
篇
日
『
投
我

以
木
瓜
、
報
之
以
瑣
瑕
、
匪
報
也
、
永
以
為
好
也
』
、
嘗
是
女

之
求
士
者
、
相
投
之
以
木
瓜
、
示
願
以
身
相
許
之
意
、
士
亦
嘉

納
其
情
、
因
報
之
以
蔑
瑶
以
定
情
也
。
…
…
古
俗
於
夏
季
果
熟

之
時
、
會
人
民
於
林
中
、
士
女
分
曹
而
衆
、
女
各
以
果
賓
投
其
所

悦
之
士
、
中
焉
者
或
以
侃
玉
相
報
、
即
相
約
為
夫
婦
焉
」
（
『
聞

一
多
全
集
』
二
、
八
八
頁
）
と
言
っ
。
女
性
が
想
う
男
性
に
果

賓
を
投
げ
、
求
婚
す
る
こ
と
。
投
果
婚
の
習
俗
。
「
木
瓜
•
木

桃
•
木
李
」
は
、
「
木
瓜
」
は
、
和
名
は
「
ぼ
け
」
、
薔
薇
科

の
落
葉
潅
木
。
「
木
桃
」
「
木
李
」
は
、
江
村
如
圭
が

第
二
章

第
一
章

「
木
桃
木
李
、
釦
ゴ
常
ノ
印
挙
ザ
リ
。
木
ノ
字
意
義
ナ
シ
。
木

瓜
二
封
セ
ン
ガ
為
二
木
ノ
字
ヲ
加
フ
ル
ナ
リ
」
と
言
う
。
も
も
、

す
も
も
。
「
覆
瑶
」
は
、
「
蔑
」
は
、
呉
変
雲
は
「
瑣
螢
、
亦

宜
為
古
今
字
。
説
文
、
蔑
、
赤
玉
也
。
螢
、
玉
色
也
。
…
…
愚

謂
、
螢
炊
焚
省
、
癸
為
火
光
、
宜
赤
。
螢
日
玉
色
、
嘗
赤
色
也
。

瑣
炊
隻
無
赤
義
。
蓋
螢
之
別
出
字
」
と
言
う
。
赤
い
玉
。
「
現
」

は
、
毛
偲
に
「
瑕
、
侃
玉
名
」
と
あ
り
、
胡
承
哄
は
「
侃
玉
名

者
、
雑
侃
非
一
、
其
中
有
名
瑕
者
耳
」
と
言
う
。
侃
玉
の
一
種
。

「
瑣
裾
」
で
赤
い
侃
玉
の
意
。
鄭
風
・
女
曰
誰
鳴
篇
に

‘,‘, 。

「
雑
侃
以
贈
之
」
「
雑
侃
以
問
之
」
「
雑
侃
以
報
之
」
、
秦
風

．
渭
陽
篇
に
「
何
以
贈
之
、
瑣
塊
玉
侃
」
等
と
見
え
る
。
「
匪
」
（

は
、
鄭
箋
は
「
匪
、
非
也
」
と
否
定
詞
に
見
る
が
、
装
學
海
が

「
匪
猶
不
但
也
」
と
言
う
如
く
、
「
但
に
S
ズ
」
と
讀
み
、

S

だ
け
で
は
な
く
の
意
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
瑣
瑶
．
蔑
玖
」

は
、
朱
齋
が
「
瑶
、
美
玉
也
」
「
玖
、
亦
玉
名
也
」
と
言
う
に

従
い
、
し
ば
ら
く
玉
の
名
と
解
す
。
以
上
の
語
繹
等
に
拇
っ
て

こ
の
詩
を
繹
す
と
、

第
一
章
私
に
ぼ
け
を
投
げ
て
く
れ
た
の
で
、
赤
い
侃
び
玉
贈

り
ま
す
。
た
だ
贈
る
だ
け
で
な
く
、
末
な
が
い
お
近

づ
き
の
し
る
し
と
い
た
し
ま
す
。
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第
三
章

私
に
桃
を
投
げ
て
く
れ
た
の
で
、
赤
い
玉
贈
り
ま
す
。

た
だ
贈
る
だ
け
で
な
く
、
末
な
が
い
お
近
づ
き
の
し

る
し
と
い
た
し
ま
す
。

私
に
す
も
も
を
投
げ
て
く
れ
た
の
で
、
赤
い
玉
贈
り

ま
す
。
た
だ
贈
る
だ
け
で
な
く
、
末
な
が
い
お
近
づ

き
の
し
る
し
と
い
た
し
ま
す
。

と
な
る
。

木
瓜
篇
の
詩
意
に
つ
い
て
、
毛
序
は

木
瓜
、
美
齊
桓
公
也
。
衛
國
有
狭
人
之
敗
。
出
虞
子
漕
。

齊
桓
公
救
而
封
之
、
遺
之
車
馬
器
服
焉
。
衛
人
思
之
、
欲

厚
報
之
、
而
作
是
詩
也
。

と
、
齊
の
桓
公
が
衛
國
を
救
っ
た
事
を
た
た
え
た
も
の
と
解
す

る
が
、
朱
照
が

疑
亦
男
女
相
贈
答
之
辟
。
如
静
女
之
類
。

と
、
男
女
が
互
い
に
贈
答
す
る
詩
で
あ
る
と
解
す
る
は
や
や
正

鵠
を
得
て
い
る
。
こ
の
詩
に
就
い
て
は
、
金
田
純
一
郎
が
「
男

女
が
互
ひ
に
物
を
贈
り
情
を
通
じ
て
契
り
を
深
く
確
か
な
も
の

に
し
ょ
う
と
す
る
慣
は
し
」
を
歌
っ
た
も
の
と
す
る
（
注
7
)
。

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
桃
夭
篇
で
述
べ
た
如
く
、
妊
娠
求
子
の

呪
物
た
る
桃
は
、
生
命
の
誕
生
に
開
わ
る
呪
物
で
あ
り
、
桃
を

第
二
章

投
げ
典
え
る
と
い
う
事
は
、
延
い
て
自
分
自
身
の
生
命
を
相
手

に
典
え
る
事
に
他
な
ら
な
い
。
古
代
中
國
人
は
自
分
自
身
の
生

命
を
相
手
に
典
え
る
事
を
以
て
、
婚
姻
の
證
し
と
考
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
自
分
の
生
命
が
混
依
し
た
桃

を
相
手
に
典
え
る
と
い
う
事
で
あ
り
、
投
果
婚
の
習
俗
は
以
上

の
宗
教
観
無
し
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

『
儀
温
』
士
喪
温
に
死
者
の
着
衣
を
持
っ
て
屋
根
に
登
り
、
魂

呼
び
す
る
の
は
、
そ
の
着
衣
が
死
者
の
魂
の
浦
依
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
酸
果
に
生
者
の
魂
を
鴻
依
さ
せ
る

事
と
形
は
異
な
る
が
、
表
裏
一
櫃
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
酸
果
を
投
げ
る
と
い
う
行
為
は
、
『
古
事

記
』
黄
泉
比
良
坂
の
条
に
、
伊
邪
那
岐
命
が
黄
泉
國
の
伊
邪
那

捻のみ

美
命
の
軍
勢
に
追
い
か
け
ら
れ
た
時
、
「
村
子
三
箇
を
取
り
て
、

こ
と
ご
と

待
ち
撃
て
ば
、
（
黄
泉
國
の
軍
勢
は
）
悉
に
逃
げ
返
り
き
」
と

有
り
、
『
日
本
書
紀
』
は
こ
れ
に
「
此
用
桃
避
鬼
之
縁
也
」
と

注
し
、
呪
物
た
る
桃
を
使
っ
て
邪
気
を
彿
う
習
俗
が
有
っ
た
事

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
『
古
事
記
』
の
記
事
は
、
妊
娠
求
子

の
呪
物
、
即
ち
生
の
代
表
的
呪
物
た
る
桃
が
、
死
を
打
ち
破
る

呪
力
を
有
し
て
い
る
事
を
説
話
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
桃
夭
篇

で
呪
物
と
し
て
の
酸
果
と
そ
の
開
わ
り
に
於
い
て
、
同
詩
の
解

(11) 
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『
詩
経
』
に
草
は

た
＜
ひ
澤
披
篇
（
國
風
・
陳
風
）
に

0

0

 

第

一

章

彼

澤

之

跛

有

蒲

典

荷゜

有
美
一
人
傷
如
之
何

賭
麻
無
為
沸
洒
榜
泥

第

二

章

彼

澤

之

披

有

蒲

典

蘭＊ 

有
美
一
人
碩
大
且
巻

窟
籐
無
為
中
心
惜
惜

第

三

章

彼

澤

之

肢

有

蒲

苗

苗

有
美
一
人
碩
大
且
懺

寵
族
無
為
轍
縛
伏
枕

(
X
I
I
談
部
、

0
1
1
侵
部
、
談
侵
合
韻
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
澤
跛
篇
の
①
分
章
と
句
形
と
各
旬
の
字
数

（四）

(＊
11
寒
部
）

(
0
1
1
歌
部
）

繹
を
行
っ
た
が
、
酸
果
に
対
す
る
宗
教
観
は
、
日
中
の
古
代
人

に
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
か
ら
、
木
瓜
篇
は
、
女
性
が
歌
う
秋
の
歌
垣
に
於

け
る
投
果
婚
の
歌
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
に
就
い
て
は
、
毛
偲
が
「
澤
跛
、
三
章
、
章
六
旬
」
と
言
い
、

歴
代
の
諸
家
も
異
説
が
な
い
。
澤
跛
篇
は
三
章
、
各
章
六
旬
、

各
旬
四
字
か
ら
成
る
。
②
押
韻
に
就
い
て
は
、
第
一
章
は
、
荷

•
何
．
泥
が
歌
部
韻
、
第
二
章
は
、
簡
•
巻
・
惜
が
寒
部
韻
‘

第
三
章
は
、
菩
．
慨
が
談
部
韻
、
枕
が
侵
部
韻
で
、
談
侵
合
韻

で
あ
る
。
押
韻
法
は
、
三
章
総
て
同
じ
で
あ
る
。

③
澤
跛
篇
は
畳
詠
形
式
の
詩
で
あ
る
の
で
、
語
繹
は
以
下
に

纏
め
る
。
「
跛
」
は
、
林
義
光
が
「
澤
芳
斜
高
之
慮
為
披
」
と

言
う
如
く
、
澤
の
斜
面
に
な
っ
た
土
手
。
「
蒲
・
荷
」
は
、
朱

2
 

照
は
「
蒲
水
草
可
為
席
者
。
荷
芙
菓
也
」
と
言
う
。
蒲
は
、
和
）

名
が
ま
。
荷
は
、
和
名
は
す
、
は
ち
す
ば
な
。
「
美
一
人
」
は
、

0

毛
偲
は
た
だ
「
美
人
」
と
解
す
る
が
、
こ
こ
は
静
女
•
伊
人
と

同
じ
く
、
水
神
を
指
す
。
静
女
•
伊
人
と
同
様
に
直
接
水
神
の

名
を
呼
ば
ぬ
の
は
、
水
神
の
神
性
を
尊
ん
で
忌
む
か
ら
で
あ
る
。

「
傷
」
は
、
林
義
光
は
「
傷
嘗
従
魯
詩
作
陽
。
爾
雅
、
陽
、
予

也
。
陽
予
雙
盤
酎
轄
」
と
、
陽
の
椴
借
字
で
我
の
意
と
す
る
が
、

そ
れ
は
馬
瑞
辰
が
陽
は
傷
の
椴
借
字
で
あ
る
と
す
る
が
正
し
く
、

鄭
箋
に
「
傷
、
思
也
」
と
言
う
如
く
、
憂
い
を
含
ん
で
思
う
意
。

傷
が
本
字
で
、
『
説
文
』
に
「
傷
、
憂
也
」
と
あ
る
。
憂
い
思

う
意
。
ま
た
聞
一
多
が
「
陽
一
作
娩
、
又
作
仰
。
是
女
性
的
第
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一
人
稲
代
名
詞
。
傷
如
之
何
、
猶
言
我
奈
他
何
。
…
…
詩
人
自

稲
日
陽
、
分
明
是
位
女
子
」
と
言
う
も
通
ず
る
。
「
窟
麻
」
は
、

高
亨
は
「
寵
是
醒
着
、
涯
是
睡
着
」
と
言
う
。
寵
は
、
覚
め
て

い
る
、
起
き
て
い
る
意
。
籐
は
、
寝
て
い
る
意
。
「
沸
洒
」
は
、

馬
瑞
辰
は
「
偲
、
自
目
日
沸
、
自
鼻
日
洒
。
瑞
辰
案
、
洒
洟
古

音
同
部
、
沸
洒
即
沸
洟
也
。
…
…
説
文
、
洟
、
鼻
液
也
。
洒
即

洟
之
椴
借
」
と
言
う
。
沸
は
、
涙
。
洒
は
、
洟
の
椴
借
字
で
、

鼻
水
の
意
。
「
榜
泥
」
は
、
漸
漸
之
石
篇
で
陳
奥
は
「
大
雨
油

然
下
垂
」
と
言
う
。
本
来
は
雨
が
盛
ん
に
降
る
様
を
表
し
た
が
、

引
い
て
涙
や
鼻
水
が
盛
ん
に
流
れ
る
こ
と
を
形
容
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
「
簡
」
は
、
馬
瑞
辰
は
「
古
連
閾
同
聟
。
故
簡
可
借

作
蘭
、
亦
可
作
蓮
耳
」
と
言
う
。
蓮
の
椴
借
字
で
、
荷
と
同
じ

く
は
す
の
意
。
「
碩
大
」
は
、
高
亨
は
「
身
騰
高
大
」
と
、
身

長
の
高
い
意
と
解
す
。
聞
一
多
も
「
古
代
女
子
亦
以
豊
碩
為
美
」

と
言
う
。
「
巻
」
は
、
馬
瑞
辰
は
「
偲
、
巻
、
好
貌
。
繹
文
、

巻
、
本
又
作
姥
。
瑞
辰
按
、
巻
即
姥
之
省
借
」
と
言
い
、
林
義

光
も
「
巻
、
廣
雅
云
、
姥
、
好
也
。
巻
姥
同
」
と
言
う
。
巻
は

姥
の
省
文
で
、
姿
か
た
ち
が
美
し
い
様
。
見
目
麗
し
い
意
。
「
情

惜
」
は
、
丁
惟
扮
は
「
俯
云
、
惜
惜
猶
悟
悟
也
。
按
…
…
惜
謂

撓
也
。
情
惜
俗
作
捲
捲
。
屈
撓
不
伸
謂
之
捲
捲
。
悟
鬱
雙
聾
°

悟
悟
即
鬱
鬱
、
義
亦
為
屈
撓
不
伸
」
と
言
う
。
心
が
鬱
屈
し
て

気
が
晴
れ
ぬ
意
。
「
苗
苗
」
は
、
毛
偲
に
「
苗
苗
、
荷
華
也
」

と
あ
る
如
く
、
蓮
の
花
の
別
稲
。
「
懺
」
は
、
馬
瑞
辰
は
「
瑞

辰
按
、
碩
大
且
慨
猶
碩
大
且
巻
。
巻
為
好
、
懺
亦
好
也
」
と
言

う
。
前
章
の
巻
（
姥
）
と
同
じ
く
、
姿
か
た
ち
が
美
し
い
様
。

見
目
麗
し
い
意
。
「
轍
縛
」
は
、
闊
雖
篇
に
「
轍
縛
反
側
」
と

あ
り
、
段
玉
裁
は
「
古
惟
用
展
縛
。
…
…
縛
字
起
子
字
林
」
と

言
っ
。
轍
は
展
の
後
出
字
で
、
櫃
を
転
が
し
て
寝
返
り
を
う
つ

意
。
以
上
の
語
繹
を
踏
ま
え
て
澤
跛
篇
を
訓
韻
す
る
と
、

3
 

第
一
章
彼
の
澤
の
披
に
、
蒲
と
荷
有
り
。
美
な
る
一
人
有
り
、

ど
も
之
を
如
何
せ
ん
。
寵
麻
に
為
す
無
く
、
悌
(

お
も傷
ヘ
し
は
う
だ

洒
榜
泥
た
り
。

け
ん

第
二
章
彼
の
澤
の
披
に
、
蒲
と
葡
有
り
。
美
な
る
一
人
有
り
、

碩
大
に
し
て
巻
し
。
寵
麻
に
為
す
無
く
、
中
心
惜
惜

た
り
。

第
三
章
彼
の
澤
の
披
に
、
蒲
と
苗
苗
有
り
。
美
な
る
一
人
有

り
碩
大
に
し
て
懺
し
。
寵
麻
に
為
す
無
く
、
轍
縛
し

て
枕
に
伏
す
。

と
な
る
。

澤
跛
篇
を
解
繹
す
る
。
第
一
章
の
「
彼
澤
之
披
、
有
蒲
典
荷
」
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第
三
章

所
謂
伊
人
在
水
一
方

道
阻
且
長
遡
滸
従
之
宛
在
水
中
央

白
露
未
晦
所
謂
伊
人
在
水
之
淵

遡
洞
従
之
道
阻
且
蹟
遡
滸
従
之
宛
在
水
中
抵

兼
蔑
采
采
白
露
未
已
所
謂
伊
人
在
水
之
涙

遡
洞
従
之
道
阻
且
右
遡
滸
従
之
宛
在
水
中
祉

此
の
「
興
」
詞
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
兼
腹
」
は
、
赤
塚
博
士
が
、

詩
経
中
の
興
物
の
草
が
元
来
呪
物
で
あ
り
、
興
詞
は
呪
詞

第

遡
涸
従
之

を
毛
傭
は
、
「
興
也
」
と
し
、
第
二
章
の
「
彼
澤
之
被
、
有
蒲

典
葡
」
、
及
び
第
三
章
の
「
彼
澤
之
跛
、
有
蒲
苗
苗
」
を
朱
照

は
、
「
興
也
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
呪
詞
た
る
興
詞
に
歌
わ
れ
て

い
る
呪
物
は
、
蒲
（
が
ま
）
と
荷
（
は
す
II
葡
）
と
苗
苗
（
蓮

の
花
）
で
あ
る
。
第
三
章
の
呪
物
で
あ
る
苗
苗
は
、
神
霊
等
の

依
り
潟
く
依
代
で
あ
る
事
は
、
先
に
述
べ
た
何
彼
禍
笑
篇
等
の

花
と
同
じ
で
あ
る
。
鐙
詠
形
式
の
澤
跛
篇
の
第
三
章
の
興
詞
に

使
用
さ
れ
た
呪
物
が
花
で
あ
り
、
そ
れ
が
神
霊
等
の
依
り
褥
＜

依
代
で
あ
れ
ば
、
第
一
・
ニ
章
の
興
詞
に
使
用
さ
れ
た
呪
物
た

る
蒲
と
荷
も
、
第
三
章
の
呪
物
の
花
と
同
様
の
宗
教
的
性
質
を

持
っ
て
い
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
秦
風
•
兼
蔑
篇
は
水
神

の
降
臨
を
歌
っ
て
い
る
。

第
一

か
ら
起
こ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
興
詞
は
元

宗
教
観
念
を
前
提
と
し
切
烈
直
接
な
祈
願
の
情
を
表
は
す

も
の
で
あ
っ
た
の
で
之
を
根
抵
と
し
て
呪
物
観
念
の
移
る

が
如
く
一
層
詩
的
な
展
開
を
遂
げ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
注
8
)
。

と
論
ぜ
ら
れ
る
如
く
、
呪
物
と
し
て
の
「
兼
腹
」
で
あ
り
、
此

れ
に
水
神
が
濁
依
す
る
依
代
な
の
で
あ
る
。
求
め
る
可
き
「
所

謂
伊
人
」
は
、
「
遡
涸
」
「
遡
滸
」
し
て
求
め
て
も
「
宛
在
水

中
央
」
「
水
中
抵
」
「
水
中
祉
」
に
移
り
、
と
て
も
人
々
の
手

に
は
と
ど
か
な
い
の
で
あ
る
。
兼
腹
篇
に
は
明
ら
か
に
漠
廣
篇

と
同
一
の
殺
想
が
流
れ
て
い
る
。
漠
廣
篇
が
「
漠
有
滸
女
」
と

謡
う
の
に
封
し
、
兼
陵
篇
は
「
所
謂
伊
人
」
と
謡
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
「
滸
女
」
は
聞
一
多
の
言
う
漠
水
の
女
神
で
あ
り
、
此

の
「
所
謂
伊
人
」
も
水
神
と
考
え
て
大
過
な
い
も
の
と
考
え
る
。

し
か
も
、
人
々
は
そ
の
河
水
の
邊
に
茂
る
兼
蔑
を
水
神
の
依
代

と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
秦
で
は
此
の
水
神
は
人
々
の
間
に
遍

く
知
れ
渡
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
秦
で

0

0

 

「
所
謂
伊
人
」
（
世
間
で
普
通
に
言
っ
て
い
る
あ
の
人
）
と
「
水

一
方
」
「
水
之
淵
」
「
水
之
涙
」
に
い
る
人
を
言
え
ば
、
そ
れ

が
水
神
で
あ
る
事
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
注
9
)
。

(14) 
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こ
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
澤
跛
篇
の
興
詞
に
使
用
さ
れ
る
呪
物

の
蒲
と
荷
も
、
神
震
の
凋
依
す
る
依
代
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
一
骰
こ
の
澤
跛
篇
の
呪
物
た
る
蒲
・
荷

に
凋
依
す
る
神
霊
と
は
、
具
櫃
的
に
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
蒲
•

荷
は
「
彼
澤
之
披
」
、
即
ち
澤
の
土
手
に
生
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
蒲
・
荷
に
混
依
す
る
神
震
は
澤
に
在
す
の
で
あ
る
。
澤
に

在
す
神
震
は
、
兼
蔑
篇
と
同
様
に
水
神
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
以
上
に
握
っ
て
こ
の
詩
を
繹
す
と
、

第
一
章
澤
の
土
手
、
が
ま
と
は
す
。
麗
し
き
あ
の
人
、
想
え

ど
も
為
す
術
も
な
い
。
覚
め
て
も
寝
て
も
ど
う
に
も

で
き
ず
、
涙
の
流
れ
る
ば
か
り
。

第
二
章
澤
の
土
手
、
が
ま
と
は
す
。
麗
し
き
あ
の
人
、
す
ら

り
と
美
し
い
。
覚
め
て
も
寝
て
も
ど
う
に
も
で
き
ず
。

心
憂
え
に
む
す
ぼ
れ
る
。

第
三
章
澤
の
土
手
、
が
ま
と
は
す
。
麗
し
き
あ
の
人
、
す
ら

り
と
美
し
い
。
覚
め
て
も
寝
て
も
ど
う
に
も
で
き
ず
、

寝
返
り
う
っ
て
枕
か
き
抱
く
。

と
な
る
。

澤
披
篇
の
詩
意
に
就
い
て
、
毛
序
は

澤
肢
、
剌
時
也
。
言
震
公
君
臣
、
淫
於
其
國
。
男
女
相
説
、

憂
思
感
傷
焉
。

と
、
霊
公
の
時
代
が
楓
れ
て
い
た
の
を
謗
っ
た
も
の
で
あ
る
と

解
す
る
が
、
朱
照
は

此
詩
之
旨
、
典
月
出
相
類
。

と
、
陳
風
・
月
出
篇
と
同
類
の
詩
で
あ
る
と
解
す
。
月
出
篇
の

詩
意
に
就
い
て
、
朱
窯
は
「
此
亦
男
女
相
悦
而
相
念
之
詞
」
と
、

男
女
が
相
思
相
愛
す
る
詩
で
あ
る
と
解
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
論
じ
て
き
た
事
か
ら
、
澤
跛
篇
の
詩
意
は
、
水
辺
で
水
神
の

降
臨
を
願
う
詩
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

『
詩
経
』
に
歌
わ
れ
る
草
は
、
神
震
の
凋
依
す
る
依
代
で
あ

っ
た
。
『
萬
葉
集
』
に
「
さ
雄
鹿
の
入
野
の
薄
初
尾
花
い
つ
し

か
妹
が
手
枕
を
せ
む
」
（
巻
第
十
、
ニ
ニ
七
七
）
と
あ
り
、
こ

の
ス
ス
キ
に
就
い
て
齋
藤
正
二
は

上
代
の
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
は
、
ス
ス
キ
は
観
賞
用
な
ど

で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
大
切
な
建
築
材
で
あ
り
、
ま
た
あ

る
種
の
大
切
な
呪
術
用
具
で
も
あ
っ
た
（
注
10)
。

と
言
っ
。
先
の
『
萬
葉
集
』
の
歌
に
即
し
て
言
え
ば
、
ス
ス
キ

に
乙
女
の
魂
が
宿
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
ス
ス
キ
に
願
掛
け
て
、
何

時
か
そ
の
乙
女
の
手
枕
を
し
た
い
も
の
だ
と
願
う
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
萬
葉
人
が
草
に
魂
の
潟
依
す
る
呪
力
を
認
め
て
い
た

(15) 
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事
、
古
代
中
國
人
と
同
様
で
あ
っ
た
。

松
が
神
霊
の
依
り
渇
く
依
代
で
あ
っ
た
事
は
先
に
述
べ
た
。

そ
れ
で
は
一
櫃
、
『
詩
経
』
に
歌
わ
れ
る
樹
木
は
ど
の
よ
う
な

性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
『
詩
経
』
に
樹
木
は

東
門
之
扮
篇
（
國
風
・
陳
風
）

東
門
之
扮
宛
丘
之
檄

子
仲
之
子
婆
娑
其
下

第
二
章

第
三
章

穀
旦
子
差
南
方
之
原

不
績
其
麻
女
也
婆
娑

(
X
I
I
歌
部
、
＠
II
寒
部
、
歌
寒
通
韻
）

穀
旦
子
逝
越
以
股
邁

視
爾
如
政
胎
我
握
椒
(
0
1
1
月
部
、
＋
11
幽
部
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
東
門
之
扮
篇
の
①
分
章
と
旬
形
と
各
旬
の

字
数
と
に
就
い
て
は
、
毛
偲
が
「
東
門
之
扮
、
三
章
、
章
四
旬
」

と
言
い
、
諸
家
皆
こ
れ
に
従
う
。
東
門
之
扮
篇
は
三
章
、
各
章

第
一
章

（五）

(
0
1
1
魚
部
）

四
旬
、
各
句
四
字
か
ら
成
る
。
②
押
韻
に
就
い
て
は
、
第
一
章

は
、
楕
•
下
が
魚
部
韻
、
第
二
章
は
、
差
•
麻
・
娑
が
歌
部
韻
、

原
が
寒
部
韻
で
歌
寒
通
韻
で
あ
る
。
第
三
章
は
、
逝
•
邁
が
月

部
韻
、
政
・
椒
が
幽
部
韻
で
あ
る
。
押
韻
法
は
、
第
一
章
は
、

第
二
•
四
旬
が
隔
旬
押
韻
し
、
第
二
章
は
、
通
韻
で
は
あ
る
が

毎
旬
押
韻
し
、
第
三
章
は
、
第
一
・
ニ
旬
、
第
三
•
四
旬
が
押

韻
す
る
。
韻
語
す
る
と
三
章
共
に
押
韻
法
を
異
に
し
て
い
る
。

③
各
章
の
意
味
・
内
容
に
就
い
て
、
第
一
章
に
語
繹
を
施
す
。

「
東
門
・
宛
丘
」
は
、
毛
偲
に
「
國
之
交
會
、
男
女
之
所
衆
」

と
言
い
、
男
女
が
集
ま
る
と
こ
ろ
と
言
う
が
、
東
は
春
を
表
し
、
）6
 

東
門
で
春
の
神
を
迎
え
・
送
る
。
宛
丘
は
、
南
門
の
傍
ら
に
在
（

る
聖
地
で
、
南
は
夏
を
表
し
、
こ
こ
で
夏
の
神
を
迎
え
・
送
る
。

「
扮
」
は
、
毛
傭
に
「
扮
、
白
楡
也
」
と
あ
る
如
く
、
白
い
楡
o

み

「
梱
」
は
、
江
村
如
圭
は
「
和
名
ホ
ホ
ソ
、
子
ハ
ド
ン
グ
リ
」

と
言
っ
。
＜
ぬ
ぎ
の
こ
と
。
「
子
仲
之
子
」
は
、
毛
側
に
「
子

仲
、
陳
大
夫
氏
」
、
朱
照
は
「
子
仲
之
子
、
子
仲
之
女
也
」
と
、

陳
の
大
夫
の
娘
を
指
す
と
言
う
が
、
美
人
の
代
名
詞
。
小
野
小

町
程
の
意
。
「
市
」
は
、
高
亨
は
「
潜
夫
論
・
浮
移
引
市
作
女
、

比
今
本
毛
詩
更
好
」
と
言
う
。
『
潜
夫
論
』
浮
移
篇
に
は
「
女

也
婆
娑
」
に
作
る
。
女
に
作
る
の
が
正
し
い
。
第
一
章
で
「
婆
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娑
其
下
」
す
る
の
は
「
子
仲
之
子
」
で
あ
り
、
こ
の
章
の
女
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
婆
娑
」
は
、
毛
偲
は
「
婆
娑
、
舞
也
」
、

朱
窯
も
「
婆
娑
、
舞
貌
」
と
言
う
。
「
下
」
は
、
子
琶
は
「
琶

案
、
此
下
字
鄭
意
以
為
舞
列
之
下
。
…
…
要
詩
言
其
下
其
字
、

自
指
上
文
東
門
之
扮
、
宛
丘
之
楕
。
則
下
者
自
謂
扮
之
下
、
楕

之
下
。
鄭
憔
以
子
仲
之
子
一
人
不
應
婆
娑
於
雨
慮
之
下
。
故
以

其
下
為
舞
列
之
下
」
と
言
う
。
こ
の
美
し
い
乙
女
が
女
性
た
ち

が
列
を
な
し
て
舞
う
中
に
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
語
繹
を
踏

ま
え
て
第
一
章
を
訓
讃
す
る
と
、

東
門
の
扮
、
宛
丘
の
檄
。
子
仲
の
子
、
其
の
下
に
婆
娑
す
。

と
な
る
。

東
門
之
扮
篇
の
第
一
章
を
解
繹
す
る
。
毛
博
は
「
東
門
之
扮
、

宛
丘
之
楕
」
の
二
句
に
封
し
て
何
も
言
わ
ぬ
が
、
朱
照
は
こ
の

二
旬
は
、
「
賦
也
」
と
解
す
。
し
か
し
、
陳
風
•
東
門
之
池
、

東
門
之
楊
篇
の
「
東
門
之
池
、
可
以
湛
麻
」
、
「
東
門
之
楊
、

其
葉
詳
詳
」
を
毛
博
は
、
「
興
也
」
と
す
る
。
そ
の
類
似
性
か

ら
考
え
て
、
東
門
之
扮
篇
第
一
章
の
「
東
門
之
扮
、
宛
丘
之
梱
」

の
二
句
も
、
興
詞
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
、
東
門

之
扮
篇
の
第
一
章
の
呪
詞
た
る
興
詞
に
使
用
さ
れ
る
呪
物
は
、

扮
．
榜
で
あ
る
。
樹
木
が
神
霊
の
依
り
凋
く
依
代
で
あ
る
事
は

既
に
述
べ
た
。
問
題
は
こ
の
詩
の
場
合
、
扮
・
梃
に
い
か
な
る

神
霊
が
渇
依
す
る
の
か
と
言
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
こ
の

詩
で
歌
わ
れ
る
東
門
で
い
か
な
る
事
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
考

と
う
も
ん
し
せ
ん

え
る
必
要
が
あ
る
。
東
門
は
東
門
之
堀
篇
（
國
風
・
鄭
風
）
に

第
一
章
東
門
之
堀
茄
薦
在
阪

其
室
則
週
其
人
甚
遠

(
0
1
1
寒
部
）

第
二
章
東
門
之
栗
有
賤
家
室

豊
不
爾
思
子
不
我
即

(
*
1
1
質
部
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
以
下
に
語
繹
を
施
す
。
「
東
門
」
は
、
毛

偲
に
「
東
門
、
城
東
門
也
」
と
あ
る
如
く
、
城
壁
の
東
に
在
る

門
。
「
堀
」
は
、
丁
惟
扮
は
「
偲
云
、
除
地
町
町
者
。
按
、
堀

町
雙
。
其
地
平
町
町
然
。
故
謂
之
堀
。
…
…
此
堀
之
町
町
、
為

人
所
為
之
平
。
故
云
除
地
町
町
者
」
と
、
堀
は
町
の
椴
借
字
で
、

人
為
的
に
な
ら
し
て
平
ら
に
し
た
廣
場
の
意
と
言
う
。
屈
萬
里

は
「
掃
除
整
潔
之
地
也
」
と
言
う
が
、
更
に
境
武
男
が
「
地
面

を
祓
い
清
め
た
と
こ
ろ
が
堀
。
こ
こ
は
東
門
外
の
祭
祀
の
場
で

あ
る
」
と
言
う
が
正
し
い
。
「
茄
藍
」
は
、
朱
照
は
「
茄
藍
、

茅
蒐
也
。
一
名
茜
」
と
言
う
。
和
名
は
ア
カ
ネ
。
根
が
赤
の
染

料
と
な
る
。
赤
塚
忠
が
言
う
如
く
、
赤
は
夏
の
象
徴
で
、
出
其

東
門
篇
と
同
じ
く
春
の
神
を
送
り
、
夏
の
神
を
迎
え
る
こ
と
を

(17) 
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第
一
章

第
二
章

表
す
。
「
阪
」
は
、
朱
照
は
「
跛
（
か
た
む
く
）
者
曰
阪
」
と

言
っ
。
祭
場
の
回
り
の
土
手
の
坂
。
更
に
朱
窯
は
「
門
之
傍
有

堀
、
堀
之
外
有
阪
、
阪
之
上
有
草
」
と
、
東
門
•
堀
・
阪
・
茄

蓋
の
位
置
闊
係
を
言
う
。
「
栗
」
は
、
『
論
語
』
八
侑
篇
に
「
哀

公
問
社
於
宰
我
。
宰
我
封
曰
、
夏
后
氏
以
松
、
殷
人
以
柏
、
周

人
以
栗
」
と
あ
る
。
社
木
で
社
稜
の
霊
が
潟
依
す
る
木
。
こ
こ

の
栗
は
祭
場
に
あ
る
代
依
と
し
て
の
木
。
「
有
賤
」
は
、
林
義

光
は
「
賤
讀
為
麒
。
爾
雅
云
、
謡
、
齊
也
。
…
…
賤
亦
謂
整
齊

也
」
と
言
い
、
屈
萬
里
は
王
引
之
の
「
有
、
朕
物
之
詞
」
を
踏

ま
え
て
、
「
有
賤
‘
即
賤
然
‘
形
容
房
舎
之
整
齊
也
」
と
言
う
。
家

々
が
整
然
と
し
て
い
る
様
。
「
家
室
」
は
、
神
を
も
て
な
す
椴
小

屋
。
「
即
」
は
、
毛
偲
に
「
即
‘
就
也
」
と
あ
る
如
く
、
つ
く
、
近

づ
く
意
。
以
上
の
語
繹
を
踏
ま
え
て
訓
韻
し
、
繹
を
付
け
る
と
、

じ
よ
り
ょ
は
ん

第
一
章
東
門
の
埠
、
茄
藍
阪
に
在
り
。
其
の
室
は
則
ち
週
き

は
な
は

に
、
其
の
人
は
甚
だ
遠
し
。

東
門
の
栗
、
賤
た
る
有
り
家
室
。
豊
爾
を
思
は
ざ
ら

ち
か

ん
や
、
子
我
に
即
づ
か
ず
。

東
門
の
前
の
祭
場
、
茜
が
斜
面
に
生
い
茂
る
。
そ
の

家
は
か
ほ
ど
近
き
に
、
あ
の
人
（
の
心
）
は
と
て
も

遠
く
離
れ
て
い
る
。

第
二
章

東
門
の
傍
ら
の
栗
、
整
然
た
る
家
並
み
。
あ
な
た
を

思
わ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
あ
な
た
は

私
に
近
づ
い
て
も
く
れ
ぬ
。

と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
意
は
、
初
夏
に
行
わ
れ
る
春
の
神
を
送

り
、
夏
の
神
を
迎
え
る
歌
で
あ
り
、
境
武
男
が
言
う
よ
う
に
男

女
掛
け
合
い
の
歌
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
東
門
之
堀
」
と

は
、
春
の
神
を
送
り
、
夏
の
神
を
迎
え
る
神
聖
な
祭
場
で
あ
る
。

東
門
の
傍
ら
に
仔
立
す
る
栗
は
、
春
の
神
と
夏
の
神
が
依
り
凋

く
依
代
で
あ
る
事
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
事
で
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
同
じ
内
容
の
詩
が
、
出
其
東
門
篇
（
國
風
・

鄭
風
）
の

第
一
章
出
其
東
門
有
女
如
雲

雖
則
如
雲
匪
我
思
存

柳
柴
我
員

(
0
1
1
文
部
）

縞
衣
碁
巾

第
二
章
出
其
闇
閤
有
女
如
茶

雖
則
如
荼
匪
我
思
且

縞
衣
茄
薦
柳
可
典
娯

(
*
1
1
魚
部
）

で
あ
る
。
以
下
に
語
繹
を
施
す
。
「
如
雲
」
は
、
毛
偲
に
「
如

雲
、
衆
多
也
」
と
あ
る
。
多
い
こ
と
の
比
喩
。
「
匪
」
は
、
鄭

箋
に
「
匪
、
非
也
」
と
あ
る
如
く
、
否
定
詞
の
非
と
同
じ
。
「
縞

(18) 
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衣
碁
巾
」
は
、
毛
偲
は
「
縞
衣
白
色
、
男
服
也
。
碁
巾
蒼
文
色
、

女
服
也
」
と
、
縞
衣
は
、
白
色
の
男
子
の
服
と
し
、
碁
巾
は
、

よ
も
ぎ
の
よ
う
に
黄
色
が
か
っ
た
薄
青
色
の
女
子
の
服
で
あ
る

と
す
る
が
、
朱
照
は
「
縞
衣
碁
巾
、
女
服
之
貧
階
者
」
と
、
白

い
服
、
よ
も
ぎ
色
の
頭
巾
•
手
ぬ
ぐ
い
は
共
に
女
子
の
服
で
質

素
な
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
『
説
文
』
に
は
緋
に
作
り
、
「
詩

縞
衣
緋
巾
、
未
嫁
女
所
服
」
と
、
未
婚
の
女
性
の
服
で
あ
る
と

す
る
。
こ
こ
は
白
い
服
に
晩
春
の
象
徴
で
あ
る
黄
色
の
混
じ
っ

た
薄
青
色
の
頭
巾
を
つ
け
た
乙
女
た
ち
が
、
城
東
門
外
に
雲
の

如
く
並
び
、
春
の
神
を
送
る
様
子
。
「
柳
」
は
、
裟
學
海
は
「
聯
、

一
為
姑
且
之
義
」
と
、
し
ば
ら
く
の
意
と
す
る
が
、
丁
惟
扮
が

「
按
、
聯
願
雙
聟
」
と
言
う
如
く
、
願
の
椴
借
字
で
、
願
う
意
。

「
楽
・
娯
」
は
、
陳
風
・
衡
門
篇
の
「
築
飢
」
に
つ
い
て
、
聞

一
多
が
古
代
で
は
性
的
行
為
を
食
と
言
い
、
性
欲
が
渦
足
し
て

い
な
い
朕
態
を
飢
と
言
い
、
滴
足
し
た
後
を
飽
と
言
う
事
か
ら

考
え
る
と
、
こ
の
築
・
娯
も
性
欲
を
満
た
し
て
楽
し
む
意
を
含

む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
こ
こ
で
、
予
祝
儀
温
と
し
て

の
歌
垣
（
青
踏
．
跳
月
）
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
員
」

は
、
『
経
典
繹
文
』
に
「
音
云
。
本
亦
作
云
、
韓
詩
作
魂
。
魂

神
也
」
と
あ
る
。
魂
、
心
の
意
。
「
闇
闇
」
は
、
諸
説
あ
っ
て

第
二
章

よ
く
分
か
ら
な
い
。
今
、
林
義
光
が
「
闇
闇
、
説
文
云
、
城
曲

重
門
也
」
と
言
う
に
従
い
、
副
城
の
門
と
解
す
。
第
一
章
で
は

城
の
東
門
か
ら
出
、
こ
こ
で
は
更
に
副
城
の
恐
ら
く
は
南
門
か

ら
出
る
の
で
あ
る
。
「
茶
」
は
、
朱
窯
は
「
茶
茅
、
華
軽
白
可

愛
者
也
」
と
言
う
。
和
名
つ
ば
な
。
「
且
」
は
、
『
経
典
繹
文
』

に
「
音
祖
。
爾
雅
云
、
存
也
」
と
あ
る
。
第
一
章
の
「
存
」
と

射
す
る
。
あ
る
意
。
「
茄
藍
」
は
、
既
出
。
あ
か
ね
草
。
毛
偲

に
「
茄
蓋
、
茅
蒐
之
染
女
服
也
」
と
言
い
、
朱
齋
が
「
茄
藍
可

以
染
綽
（
赤
色
）
。
故
以
名
衣
服
之
色
」
と
言
う
よ
う
に
、
縞

‘,‘, ，
 

衣
を
赤
く
染
め
た
服
。
赤
塚
忠
が
言
う
如
く
、
赤
は
夏
の
象
徴
。

す
ぐ
に
来
る
夏
を
表
す
。
第
一
章
の
よ
も
ぎ
色
の
頭
巾
を
つ
け
(

た
乙
女
た
ち
が
、
城
の
東
門
で
春
の
神
を
送
っ
た
後
、
副
城
の

南
門
で
今
度
は
赤
い
服
を
着
た
乙
女
達
が
、
夏
の
神
を
迎
え
る

の
で
あ
る
。
以
上
の
語
繹
を
踏
ま
え
て
訓
諧
し
、
繹
を
付
け
る
と
、

第
一
章
其
の
東
門
を
出
ず
れ
ば
、
女
有
り
て
雲
の
如
し
、
則

ち
雲
の
如
し
と
雖
も
、
我
が
思
の
存
る
に
匪
ず
。
縞

衣
碁
巾
、
柳
は
く
ば
我
が
員
を
柴
し
ま
し
め
ん
。

い
ん
と

其
の
闇
閤
を
出
ず
れ
ば
、
女
有
り
て
荼
の
如
し
。
則

ぁ

ち
荼
の
如
し
と
雖
も
、
我
が
思
の
且
る
に
匪
ず
。
縞

衣
茄
藍
、
柳
は
く
ば
典
に
娯
し
む
可
し
。
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東
の
門
を
出
て
見
れ
ば
、
乙
女
た
ち
が
雲
の
よ
う
。

雲
の
よ
う
に
群
れ
な
す
が
、
私
の
思
い
寄
せ
る
人
で

は
な
い
。
白
い
服
青
い
頭
巾
つ
け
た
乙
女
こ
そ
。
共

に
楽
し
み
た
い
も
の
だ
。

南
の
門
を
出
て
み
れ
ば
、
乙
女
た
ち
が
つ
ば
な
の
よ

う
。
つ
ば
な
の
よ
う
に
群
れ
な
す
が
、
私
の
思
い
寄

せ
る
人
で
は
な
い
。
白
い
服
赤
く
染
め
た
乙
女
こ
そ
、

共
に
楽
し
み
た
い
も
の
だ
。

と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
意
は
、
陳
風
・
東
門
之
堀
篇
と
同
じ
く
、

初
夏
の
予
祝
儀
福
た
る
歌
垣
で
歌
わ
れ
た
詩
で
、
春
の
神
を
送

り
、
夏
の
神
を
迎
え
る
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
鄭
風
•
子
衿
篇
は

東
門
で
春
の
神
を
迎
え
る
詩
で
あ
る
が
、
城
の
東
門
は
、
以
上

で
明
ら
か
な
如
く
、
春
の
神
を
迎
え
・
送
る
神
聖
な
祭
り
の
聖

地
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
東
門
之
扮
篇
の
興
詞
に
歌
わ
れ
る
依

代
と
し
て
の
呪
物
た
る
扮
に
は
、
春
の
神
が
凋
依
す
る
の
で
あ

る
。
宛
丘
は
、
陳
風
・
宛
丘
篇
に
歌
わ
れ
て
い
て
、
赤
塚
忠
は

「
宛
丘
は
、
神
震
の
来
臨
す
る
聖
地
と
し
て
崇
ば
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
、
そ
の
地
の
選
ば
れ
た
青
年
た
ち
が

聖
地
の
宛
丘
で
神
招
き
し
、
そ
の
精
霊
が
そ
の
身
に
浦
り
つ
い

た
象
徴
と
し
て
鷺
の
羽
を
身
に
着
け
、
行
列
を
組
ん
で
、
鼓
・

第
二
章

第
一
章

缶
な
ど
の
楽
器
を
打
ち
嗚
ら
し
、
恐
ら
く
は
舞
い
な
が
ら
、
宛

丘
か
ら
都
城
内
の
社
へ
と
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
を
道
中
に
迎
え

る
若
い
女
達
が
讃
え
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
11)
」
と
論

じ
て
い
る
。
宛
丘
も
ま
た
聖
地
で
あ
り
、
南
門
の
傍
ら
に
在
っ

た
。
南
門
の
傍
ら
の
宛
丘
で
、
夏
の
神
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
東
門
之
扮
篇
の
興
詞
に
歌
わ
れ
る
依
代
と
し
て
の
呪

物
た
る
糊
に
は
、
夏
の
神
が
凋
依
す
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
で
婆
娑
と
言
え
ば
、
巫
舞
を
指
す
の
で
あ
る
。
第
一

章
の
繹
は
、

東
門
の
楡
、
宛
丘
の
く
ぬ
ぎ
。
子
仲
の
娘
、
そ
の
舞
列
の

も
と
で
舞
う
。

と
な
る
。

第
二
章
に
語
繹
を
施
す
。
「
穀
旦
」
は
、
毛
偲
は
「
穀
、
善

也
」
、
鄭
箋
は
「
旦
、
明
也
」
と
、
良
い
朝
の
意
に
解
す
る
。

「
子
差
」
は
、
「
子
」
は
、
王
引
之
は
「
幸
子
一
聟
之
縛
。
言

穀
旦
串
差
。
言
穀
旦
幸
逝
也
」
と
言
う
。
語
調
を
整
え
る
た
め

の
助
字
。
「
こ
こ
ー
ニ
」
と
讀
む
が
、
意
味
は
な
い
。
「
差
」

は
、
子
省
吾
は
「
按
、
差
應
諧
為
祖
。
…
…
穀
旦
子
狙
、
典
三

章
穀
旦
子
逝
、
語
例
同
。
…
…
博
箋
不
知
差
祖
之
通
」
と
言
う
。

狙
の
椴
借
字
。
第
三
章
の
「
逝
」
と
同
じ
く
、
行
く
意
と
解
す

(20) 
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る
が
、
馬
瑞
辰
が
「
此
詩
子
差
即
旺
嵯
。
…
…
周
官
女
巫
、
旱

嘆
則
舞
雰
。
月
令
、
大
雰
帝
。
鄭
注
、
雰
、
呼
嵯
求
雨
之
祭
也
。

又
鄭
志
答
林
碩
難
日
、
董
仲
舒
日
、
雰
、
求
雨
之
術
、
呼
嵯
之

歌
。
呼
磋
猶
旺
嵯
也
。
古
者
巫
之
事
神
、
必
旺
嵯
以
請
」
と
言

う
が
正
し
い
。
求
雨
儀
雄
の
際
に
、
あ
あ
と
巫
が
嘆
声
を
殺
し
、

呪
歌
を
歌
っ
て
神
を
呼
び
祈
る
意
。
「
原
」
は
、
鄭
箋
に
「
南

方
原
氏
之
女
」
と
、
姓
と
解
す
る
が
、
子
省
吾
が
「
南
方
之
原
、

謂
南
方
高
平
之
地
也
。
朱
子
亦
以
原
為
原
野
之
原
。
偲
箋
…
…

又
以
原
為
氏
、
誤
癸
」
と
言
う
が
正
し
い
。
東
門
・
宛
丘
や
東

門
之
堀
篇
の
堀
と
同
じ
く
、
祭
場
で
あ
る
歌
垣
の
場
所
。
以
上

の
語
繹
を
踏
ま
え
て
第
二
章
を
訓
讀
す
る
と
、

穀
旦
子
差
す
、
南
方
の
原
に
。
其
の
麻
を
績
が
ず
、
女
や

婆
娑
す
。
（
女
、
今
本
作
市
。
腺
『
潜
夫
論
』
浮
移
篇
「
女

也
婆
娑
」
改
）

と
な
る
。

第
二
章
を
解
繹
す
る
。
語
繹
で
述
べ
て
い
る
の
で
詳
し
く
は

論
じ
な
い
が
、
こ
の
章
は
総
て
巫
に
よ
る
巫
舞
の
様
子
を
歌
っ

て
い
る
。
南
は
夏
を
表
す
が
ゆ
え
に
、
「
南
方
之
原
」
で
巫
が

巫
舞
し
て
夏
の
神
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
第
二
章
を
繹
す
と
、

良
い
朝
呪
歌
を
歌
い
（
夏
の
神
の
来
臨
を
）
祈
る
、
南
の

丘
に
。
麻
も
紡
が
ず
、

と
な
る
。

第
三
章
に
語
繹
を
施
す
。
「
子
逝
」
は
、
馬
瑞
辰
は
「
子
逝
、

猶
旺
嵯
也
。
…
…
亦
巫
歌
呼
以
事
神
耳
」
と
言
う
。
旺
嵯
と
同

じ
く
、
降
神
儀
蘊
の
際
に
、
あ
あ
と
巫
が
嘆
声
を
殺
し
、
呪
歌

を
歌
っ
て
神
を
呼
び
祈
る
意
。
「
越
」
は
、
王
引
之
は
「
爾
雅

日
、
画
『
、
子
也
。
又
曰
、
聰
、
於
也
。
字
亦
作
越
」
と
言
う
。

語
調
を
整
え
る
た
め
の
助
字
。
「
こ
こ
ー
ニ
」
と
誤
む
が
、
意

味
は
な
い
。
「
股
」
は
、
林
義
光
は
「
殷
諧
為
湊
。
股
湊
一
聟

之
縛
。
…
…
湊
有
趨
赴
之
義
。
股
邁
猶
言
趣
行
耳
」
と
言
う
。

湊
の
椴
借
字
で
走
る
意
。
「
邁
」
は
、
毛
側
に
「
邁
、
行
也
」

と
言
う
。
行
く
意
。
「
収
」
は
、
江
村
如
圭
は
「
俗
名
コ
ア
フ

ヒ
、
又
ノ
名
ハ
ゼ
ニ
ア
フ
ヒ
」
と
言
い
、
蘇
轍
は
「
政
、
小
草

多
華
」
と
言
う
。
ゼ
ニ
ア
オ
イ
、
赤
紫
の
花
を
つ
け
る
。
夏
の

象
徴
。
「
胎
」
は
、
高
亨
が
「
胎
、
贈
」
と
言
う
如
く
、
贈
る

意
。
「
握
椒
」
は
、
「
握
」
は
、
鄭
箋
が
「
一
握
」
と
言
う
如

く
、
一
握
り
の
意
。
「
椒
」
は
、
朱
照
が
「
椒
、
芽
芳
之
物
也
」

と
言
う
如
く
、
良
い
香
り
の
す
る
サ
ン
シ
ョ
。
こ
の
山
椒
は
馬

瑞
辰
が
「
椒
亦
巫
用
以
事
神
者
。
離
騒
、
巫
咸
将
夕
降
合
、
椒

懐
稽
而
要
之
。
王
逸
注
、
椒
、
香
物
。
所
以
降
神
是
也
。
詩
言

（
巫
た
る
）
娘
は
舞
列
で
舞
う
。

(21) 
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胎
我
者
、
蓋
事
神
畢
因
相
贈
胎
耳
」
と
言
う
。
巫
が
降
神
の
た

め
に
用
い
る
呪
物
。
こ
こ
は
そ
の
神
事
が
終
り
、
神
の
下
さ
れ

物
と
し
て
、
参
加
し
た
男
性
に
巫
が
授
け
た
の
で
あ
る
。
以
上

の
語
繹
に
腺
っ
て
第
三
章
を
訓
諧
す
る
と
、

こ

こ

は

し

ゅ

穀
旦
子
逝
し
、
越
に
以
て
駿
り
邁
か
ん
。
爾
を
視
れ
ば
収

の
如
く
、
我
に
握
椒
を
胎
れ
り
。

と
な
る
。

第
三
章
を
解
繹
す
る
。
語
繹
で
述
べ
て
い
る
の
で
詳
し
く
は

論
じ
な
い
が
、
こ
の
章
も
第
二
章
と
同
様
に
、
巫
に
よ
る
巫
舞

の
様
子
を
歌
い
、
巫
が
降
神
の
た
め
に
用
い
る
呪
物
た
る
山
椒

を
降
神
儀
渥
の
後
に
、
参
會
者
に
典
え
る
様
を
歌
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
章
の
詩
句
か
ら
は
、
降
神
さ
せ
る
神
霊
が
何
か

は
分
か
ら
な
い
。
第
三
章
を
繹
す
と
、

良
い
朝
呪
歌
を
歌
い
（
神
の
降
臨
を
）
祈
る
、
さ
て
こ
そ

走
り
行
か
ん
。
（
巫
た
る
）
貴
女
は
（
ま
る
で
）
赤
い
花

の
よ
う
、
私
に
山
椒
を
贈
っ
て
く
れ
た
。

と
な
る
。

東
門
之
扮
篇
の
詩
意
に
就
い
て
、
毛
序
は

東
門
之
扮
、
疾
風
也
。
幽
公
淫
荒
、
風
化
之
所
行
、
男
女

棄
其
薔
業
、
函
會
於
道
路
、
歌
舞
於
市
井
爾
。

と
、
幽
公
が
淫
荒
で
、
下
々
の
男
女
も
そ
れ
に
習
い
、
家
業
を

捨
て
て
市
井
に
歌
舞
す
る
を
謗
る
詩
で
あ
る
と
解
し
、
朱
蕪
は

此
男
女
衆
會
歌
舞
、
而
賦
其
事
以
相
築
也
。

と
、
男
女
が
集
ま
り
歌
舞
し
て
柴
し
む
詩
で
あ
る
と
解
す
。
し

か
し
、
何
楷
が
『
詩
経
世
本
古
義
』
で

東
門
之
扮
、
刺
陳
風
也
。
巫
蜆
盛
行
、
女
子
往
往
棄
其
業

而
観
之
。

と
、
巫
蜆
に
闊
わ
る
詩
で
あ
る
と
解
し
、
ま
た
姜
姻
障
が
『
詩

序
廣
義
』
で

詩
人
目
撃
巫
風
、
衆
會
歌
舞
以
至
男
女
淫
風
、
欲
救
正
而

事
櫂
不
罵
、
故
深
疾
而
為
是
詩
、
非
男
女
自
作
也
。
蓋
此

篇
亦
巫
蜆
娯
神
之
事
。
…
…
此
是
刺
風
俗
。
子
仲
之
子
、

婆
娑
其
下
、
男
蜆
也
。
不
績
其
麻
、
女
也
婆
娑
、
女
巫
也
。

と
、
巫
舞
に
於
け
る
男
女
淫
風
の
様
を
歌
う
と
解
す
る
は
、
ほ

ぽ
正
鵠
を
得
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
東
門
之
扮
篇
は
、
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
如
く
、
巫
の
巫
舞
に
よ
る
予
祝
儀
温
を
歌
っ
た

も
の
で
あ
り
、
性
の
解
放
を
と
も
な
う
歌
垣
の
場
で
歌
わ
れ
た

詩
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
詩
は
、
②
で
見
た
如
く
、

押
韻
法
上
よ
り
韻
頷
す
る
と
、
三
章
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
詩
で
、

後
に
そ
れ
が
一
篇
の
詩
と
し
て
綴
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る

(22) 
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こ
れ
ま
で
『
詩
経
』
の
何
彼
禍
笑
篇
（
召
南
）
・
小
雅
・
甫

（六）

を
得
な
い
。
し
か
し
、
東
門
之
扮
篇
を
一
篇
の
詩
と
し
て
考
え

た
場
合
、
こ
の
詩
の
詩
意
は
、
巫
の
巫
舞
に
よ
る
春
の
神
を
送

り
、
夏
の
神
を
迎
え
る
詩
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
『
詩
経
』
に
於
け
る
木
は
、
神
霊
の
依
り
凋

く
依
代
で
あ
っ
た
。
わ
が
國
に
於
い
て
も
松
の
他
に
‘
椿
は
『
古

事
記
』
雄
略
天
皇
の
段
に
大
后
の
歌
に
、
一
部
を
引
く
と
「
新

嘗
屋
に
生
ひ
立
て
る
葉
廣
ゆ
つ
』
県
椿
」
と
有
り
、
萩
原
浅
男
は

「
新
嘗
の
御
殿
の
そ
ば
に
生
い
立
っ
て
い
る
、
葉
の
廣
い
神
聖

な
椿
（
注
12)
」
と
謁
し
て
い
る
。
神
に
新
穀
を
捧
げ
、
そ
の

年
の
豊
年
を
感
謝
す
る
儀
温
で
あ
る
新
嘗
祭
を
行
う
神
殿
の
傍

ら
に
生
い
立
つ
椿
は
、
こ
の
歌
の
場
合
も
神
霊
、
恐
ら
く
は
穀

神
か
祖
震
の
依
り
渇
く
依
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の

如
く
、
我
が
國
の
古
代
の
歌
謡
に
歌
わ
れ
る
木
も
、
や
は
り
『
詩

経
』
の
興
詞
に
神
震
の
依
り
凋
く
依
代
で
あ
る
呪
物
と
し
て
歌

わ
れ
る
木
に
射
す
る
も
の
と
、
同
様
の
信
仰
が
持
た
れ
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。

田
之
什
の
裳
裳
者
華
篇
•
桃
夭
篇
（
周
南
）
・
木
瓜
篇
（
衛
風
）

•
澤
跛
篇
（
陳
風
）
・
東
門
之
扮
篇
（
陳
風
）
・
東
門
之
堀
篇

（
鄭
風
）
・
出
其
東
門
篇
（
鄭
風
）
の
諸
篇
を
中
心
に
し
て
、

そ
れ
ら
の
詩
の
呪
詞
た
る
興
詞
に
詠
み
込
ま
れ
た
、
呪
物
で
あ

る
花
・
賓
・
草
•
木
の
呪
的
性
格
を
考
察
し
て
き
た
。
な
ぜ
興

詞
に
使
用
せ
ら
れ
る
呪
物
・
呪
的
行
為
の
持
つ
宗
教
的
意
味
の

規
定
を
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
言
え
ば
、
興
詞
は
本
来
呪
謡
か

ら
殺
生
し
た
呪
詞
で
あ
り
、
そ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
た
呪
物
・
呪

的
行
為
の
持
つ
意
味
が
、
興
詞
の
意
味
・
内
容
を
規
定
し
、
興
詞

、̀‘、3
 

が
詩
全
慨
の
意
味
・
内
容
を
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
（
注
13)
。
2
 

以
上
を
考
察
す
る
こ
と
に
腺
っ
て
、
『
詩
経
』
の
興
詞
に
詠
（

み
込
ま
れ
た
花
・
賓
•
草
•
木
は
、
総
て
神
震
の
依
り
浦
く
依

代
で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
呪
物
た
る
花
・

賓
・
草
•
木
に
は
、
或
い
は
祖
霊
が
、
或
い
は
水
神
が
、
或
い

は
社
稜
神
が
、
或
い
は
春
の
神
が
、
或
い
は
夏
の
神
が
、
或
い

は
男
女
の
霊
が
渇
依
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
呪
的
意
義
を
持
つ
呪
物
が
詠
み
込
ま
れ
た
興
詞

は
、
興
詞
が
詩
篇
解
繹
上
、
詩
全
慨
の
意
味
・
内
容
を
規
定
す

る
が
ゆ
え
に
、
例
え
ば
、
祖
霊
が
渦
依
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
解

繹
上
そ
の
詩
全
髄
が
宗
廟
に
於
け
る
祝
婚
歌
で
あ
る
事
を
規
定
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『
折
口
信
夫
全
集
』
第
四
巻
、
五
五
頁
。

2

詳
し
く
は
拙
稿
「
『
詩
経
』
に
於
け
る
君
子
に
就
い
て
」

（
『
二
松
學
舎
大
學
東
洋
學
研
究
所
集
刊
』
第
二
六
集
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

3

『
赤
塚
忠
著
作
集
』
第
五
巻
、
二
八
八
S
二
九
一
頁
。

4

詳
し
く
は
拙
稿
「
『
詩
経
』
に
於
け
る
魚
の
興
詞
と
そ
の

展
開
に
就
い
て
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
七
集
）
を

ー
注

し
、
春
の
神
が
漉
依
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
解
繹
上
そ
の
詩
全
櫃

が
春
の
神
を
迎
え
・
送
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
事
を
規
定
し
、

男
女
の
震
が
凋
依
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
解
繹
上
そ
の
詩
全
櫃

が
懇
愛
・
結
婚
を
歌
う
も
の
で
あ
る
事
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

『
詩
経
』
の
諸
篇
を
解
繹
す
る
場
合
、
必
ず
興
詞
に
詠
み
込

ま
れ
た
呪
物
・
呪
的
行
為
の
宗
教
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、

我
が
國
古
代
の
花
・
賓
・
草
•
木
に
も
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
的

意
義
が
有
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
古
代
歌
謡
に
封

す
る
正
確
な
理
解
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
毛
詩
正
義
』
（
藝
文
印
書
館
）

呉
変
雲
『
呉
氏
遺
著
』
（
廣
雅
書
局
）

引
用
参
考
文
獣

一
五
八
頁
。
詳
し
く
は
同

参
照
さ
れ
た
い
。

5

『
中
國
古
代
の
植
物
學
の
研
究
』

著
「
桃
」
の
項
参
照
。

6

有
杖
之
杜
．
膠
木
篇
の
解
繹
は
、
注
2
の
拙
稿
を
参
照
さ

れ
た
い
。

7

「
唱
和
形
式
の
婚
俗
を
め
ぐ
っ
て
」
中
（
『
京
都
女
子
大
學

文
學
部
紀
要
』
第
一
四
巻
）
七
八
頁
。

8

『
赤
塚
忠
著
作
集
』
第
五
巻
、
二

0
二
頁
。

9

詳
し
く
は
拙
稿
「
『
詩
経
』
に
於
け
る
渡
河
の
興
詞
と
そ

4
 

の
展
開
に
就
い
て
」
（
『
二
松
學
舎
大
學
論
集
』
昭
和
五
一
）
）2
 

を

参

照

さ

れ

た

い

。

（

10

『
日
本
人
と
植
物
・
動
物
』
一
九
二
頁
。

11

『
赤
塚
忠
著
作
集
』
第
五
巻
、
七
六
頁
。

12

『
古
事
記
・
上
代
歌
謡
』
三
二
八
頁
。

13

詳
し
く
は
注
4
拙
稿
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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禽
槌
『
群
経
平
識
』
（
藝
文
印
書
館
）

王
引
之
『
経
義
述
聞
』
『
経
偲
繹
詞
』
（
藝
文
印
書
館
）

陳
奥
『
詩
毛
氏
俺
疏
』
（
商
務
印
書
館
）

馬
瑞
辰
『
毛
詩
偲
箋
通
繹
』
（
中
華
書
局
）

子
琶
『
香
草
校
書
』
（
中
華
書
局
）

王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
（
中
華
書
局
）

林
義
光
『
詩
経
通
解
』
（
中
文
出
版
社
）

丁
惟
扮
『
詩
毛
氏
偲
解
故
』
（
中
華
叢
書
編
審
委
員
会
）

子
省
吾
『
澤
螺
居
詩
経
新
證
』
（
中
華
書
局
）

聞
一
多
『
詩
経
新
義
』
『
詩
経
通
義
』
（
開
明
書
店
）

屈
萬
里
『
詩
経
詮
繹
』
（
聯
経
出
版
事
業
公
司
）

高
亨
『
詩
経
今
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）

李
雲
光
『
毛
詩
重
言
通
繹
』
（
商
務
印
書
館
）

張
樹
波
『
國
風
集
説
』
（
河
北
人
民
出
版
社
）

程
俊
英
等
『
詩
経
注
析
』
（
中
華
書
局
）

江
村
如
圭
『
詩
経
名
物
辮
解
』
（
大
化
書
局
）

(25) 




